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概    要 本研究は、舌苔を有する高齢者を対象にアクチニジン含有洗口液による口腔清拭と 
水による口腔清拭を実施し、舌苔面積、舌上細菌量、口腔内 pH の変化を比較し、アクチニジン含有洗
口液による口腔清拭の効果を明らかにすることを目的とした。対象者は 65 歳以上の自分で口腔清拭が
行えず、嚥下障害がある非経口摂取者とした。対象者に同一研究者が同一の手技と時刻による口腔清拭
（5 分間）を、連続した 4 日間を 1 クールとし、3 日間のインターバルを挟んで 2 クール実施した。【清
拭前】【清拭後】【清拭 4 時間後】【清拭 24 時間後】での測定項目の変化を比較した結果、アクチニジン
含有洗口液による口腔清拭は舌苔除去と口腔内細菌量の増殖の抑制に有効であることが示唆された。 
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口腔内細菌は誤嚥性肺炎、敗血症や細菌性心内
膜炎など重篤な疾患を誘発させる原因となる。特
に高齢者は、防御機能の低下、唾液分泌減少や嚥
下機能の衰えにより誤嚥性肺炎を誘発しやすい。
また疾患後遺症の影響により自力で口腔清拭が行
えない高齢者も多い。その結果、舌運動や口蓋粘
膜と舌の摩擦の減少により舌上に口腔内細菌や角
化した細胞もしくは分泌物が停滞し舌苔が発生し
やすくなる。舌苔は細菌増殖の温床で、舌苔があ
る場合は唾液中の細菌数が多くなり、少量の誤嚥
でも肺炎を発症しやすい。よって舌苔除去は誤嚥
性肺炎等を予防するために欠かせないケアである。 
舌苔除去方法には機械的清掃と化学的清掃があ
る。機械的清掃はブラシなどで舌上を擦過するた
め舌を傷つけ、嘔吐反射を誘発する危険性が高い。
化学的清掃は口腔用消毒薬等を洗口液として使用
し口腔内細菌の増殖を抑制するが、洗口液を誤嚥
した場合人体に悪影響を及ぼす危険性がある。 
口腔清拭は口腔ケアの一つで、自力で口腔内の
清潔を維持できない対象者に対して、洗口液に浸
したスポンジブラシを用いて口腔内全体を清潔に
する看護ケアである。近年、アクチニジン含有タ
ブレットの成人の舌苔への化学的清掃の効果が報
告されている（中村、1999）。アクチニジンは植物
由来の消化酵素で、唾液に溶解後、舌乳頭間に容
易に浸透し、不要な蛋白成分を分解し軟らかくす
る作用がある（西山、2007）。それを洗口液として
用いた場合、口腔粘膜を傷つけず容易に舌苔を除
去でき、また誤って誤嚥しても人体への有害性は
なく、他の洗口液を使用した口腔清拭より優れて
いることが考えられる。これまで、アクチニジン
を洗口液として使用し、口腔内の細菌数に及ぼす
影響を明らかにした文献はみあたらない。そこで、
舌苔を有する高齢者を対象にアクチニジン含有洗
口液による口腔清拭[介入]と水による口腔清拭[コ
ントロール]を実施し、舌苔面積、舌上の細菌量、
口腔内 pH の変化を比較し、口腔清拭の効果を明ら
かにすることを目的に研究を行った。 
 
 
 
＜研究方法＞ 
1．対象：65 歳以上で次の①～⑥の条件を充たす患
者 6 名とした。条件：①舌苔がある、②自分で口
腔清拭が行えない、③嚥下障害があり非経口摂取
である、④研究開始前の 10 日間に抗菌薬投与がな
い、⑤肺炎・口腔内疾患・開口困難がない、⑥パ
イナップルやキウイフルーツのアレルギーがない  
2．研究期間：平成 23 年 8 月 8 日～9 月 31 日 
3. 測定項目：1）舌苔面積、2) 舌上の細菌量、3) 口
腔内 pH 
4．研究方法：病室内で対象者に対し同一研究者が
同一の手技と時刻（11 時）による口腔清拭を、連
続した 4 日間を 1 クール、3 日間のインターバルを
挟んで連続して 2 クール実施した。対象者 A～C
に対しては 1クール[コントロール]、2クール[介入]、
対象者 D～F に対しては順序を反対にして行った。
舌苔面積測定後、【清拭前】試料採取を行い、5 分
間の口腔清拭を実施後、【清拭後】【清拭 4 時間後】
【清拭 24 時間後】に試料採取と舌苔面積測定を行
った。対象者は実験による口腔清拭以外は担当看
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護師による口腔清拭（3 時＆17 時）を含め通常通
りの看護ケアを受け、安静臥床を保った。
5．分析方法：対象者の 1 日目から 4 日目の【清拭
前】を基準値とした各測定ポイントの変化率を算
定し、 [コントロール]と [介入]における対象者 6
名の 4 日分(述べ 24 名)の測定ポイントの変化の比
較を Friedman 検定（p<0.05）、その後それぞれの
測定ポイント間の差をみるためにWilcoxonの符号
付順位和検定（Bonferroni の修正、p<0.008）を行
った。
＜結果＆考察＞
1. 舌苔面積 （図 1）
対象者 6 名の 4 日分の舌苔面積の比較について、
Friedman 検定では[コントロール][介入]ともに、
【清拭前】【清拭後】【清拭 4 時間後】【清拭 24 時
間後】の 4 群間に有意な差がみられた。Wilcoxon
符号付順位和検定では、[コントロール] [介入]とも
に、【清拭前】に比べて【清拭後】および【清拭 4
時間後】で舌苔面積は有意に減少した。[コントロ
ール] では、【清拭前】に比べて【清拭 24 時間後】
では舌苔面積に有意な差がなかったのに対し、[介
入]では有意な減少がみられた。このことから、[コ
ントロール][介入]ともに口腔清拭 4 時間後に面積
は一旦減少するが、[コントロール]ではその後増加
した一方、[介入]では舌苔除去の効果が 24 時間後
も維持できていた。
2. 舌上の細菌量 （図 2）
細菌量 6 名 4 日分の比較について、Friedman
検定では[コントロール][介入]ともに、【清拭前】【清
拭後】【清拭 4 時間後】【清拭 24 時間後】の 4 群間
に有意な差がみられた。Wilcoxon 符号付順位和検
定では、[コントロール][介入]ともに、【清拭前】に
比べて【清拭後】および【清拭 4 時間後】で細菌
量の有意な減少がみられたが、【清拭前】に比べて
【清拭 24 時間後】では細菌量に有意な差がみられ
なかった。【清拭 4 時間後】に比べて【清拭 24 時
間後】では有意に細菌量の増加がみられた。[コン
トロール]では【清拭後】に比べて【清拭 4 時
間後】で細菌量の増加がみられたが、[介入]では【清
拭後】に比べて【清拭 4 時間後】では細菌量に有
意な差はみられなかった。このことから、アクチ
ニジンを使用した口腔清拭では、細菌増殖が清拭
後少なくとも 4 時間は抑制されていた。
3. 口腔内 pH
対象者 6 名の 4 日分の口腔内 pH の比較につい
て、[コントロール][介入]とも【清拭前】に比べて
【清拭後】に上昇するが、【清拭 4 時間後】には【清
拭前】の pH に戻っており、その値や変化にはほぼ
違いはみられなかった。
図 1［介入］と［コントロール］における対象者 6 名（平
均値）の 4 日分の測定ポイントの変化率の比較：面積
図 2［介入］と［コントロール］における対象者 6 名（均
値）の 4 日分の測定ポイントの変化率の比較：細菌量
4. まとめ
アクチニジン含有洗口液による口腔清拭は水に
よる口腔清拭に比べ、舌苔を除去し、口腔内細菌
数の増殖を抑制していた。アクチニジンが細菌増
殖の温床である舌苔を軟化し、容易に舌苔を除去
することが可能となり、その結果、水による口腔
清拭よりも舌上の細菌量を減少させることにつな
がったと考えられる。本研究により、アクチニジ
ン含有洗口液を使用した口腔清拭は、臨床現場で
舌苔を効果的に除去する看護ケアであることが示
唆された。
本研究は、第 32 回日本看護科学学会にて発表予
定である。
本助成による主な発表論文等、特記事項および
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Wilcoxon の符号付順位和検定 ＊p<0.008             
Wilcoxon の符号付順位和検定 ＊p<0.008             
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